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あ
る
経
済
誌
の
特
集
に
「
辞
め
る
な
！
若
造
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
若
者
の
早
期
離
職
が
止

ま
ら
な
い
状
況
を
取
り
上
げ
た
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、

中
卒
者
で
七
割
、
高
卒
者
で
五
割
、
大
卒
者
で
三
割

が
入
社
後
三
年
以
内
に
会
社
を
辞
め
て
い
る
そ
う
で
、

「
シ
チ
ゴ
サ
ン
現
象
」と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

早
期
離
職
の
主
な
理
由
は
、
①
本
当
に
入
り
た
い

会
社
で
は
な
か
っ
た
、
②
入
社
後
に
理
想
と
現
実
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
発
見
（
配
属
先
や
待
遇
面
等
）、
③
一

回
辞
め
て
も
次
が
あ
る
と
い
う
安
心
感
（
転
職
が
増

え
て
い
る
又
は
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
う
手
も
）
な
ど
。

　

民
間
会
社
で
は
そ
ん
な
若
者
た
ち
を
育
て
て
い
く

た
め
に
、
職
員
の
採
用
や
研
修
な
ど
に
多
く
の
費
用

を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
福
祉
職
場
に
お
い

て
も
同
様
に
捉
え
、
考
え
て
い
く
べ
き
課
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
経
済
状
況
が
悪
い
か
ら
増
員
は
望

め
ま
せ
ん
が
、
欠
員
補
充
な
ど
の
職
員
採
用
は
あ
り

ま
す
よ
ね
�

　

新
人
職
員
に
と
っ
て
い
か
に
魅
力
的
で
や
り
が
い

の
あ
る
職
場
に
す
る
か
、
職
種
や
配
属
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
ど
う
防
ぐ
か
等
々
課
題
は
多
い
で
す
が
…
。

　

採
用
や
研
修
の
あ
り
方
、
若
手
の
管
理
職
登
用
な

ど
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
や

人
材
育
成
を
本
気
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

横
浜
市
社
協
地
域
活
動
部
長　

小
嶋
正
夫

“ＫＡＮＡＧＡＷＡ”

２００４ №６３２７

「本人の立場に立ち考える」「湘南ふくしネットワークオンブズマン（Ｓネット）」事務局長の江崎康子さん（中央）は、障害者親の会
運動の中でオンブズマンと出会い、親として子を守ることと本人の権利を擁護することは別次元のことだと認識させられたとい
う。「相談者が思いが叶ったと満面の笑みを湛えて報告に来てくれた時、素晴らしいご褒美を頂いたと思った」。一市民として参加
する永峯千尋さん（右）は、「専門家と違う目線で相談者の声を聴き、思いを代弁していけるのだと思う」と話す。（写真・文 菊地信夫）
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神奈川における福祉オンブズパーソン活動と社会福祉施設
　県内の社会福祉施設では、1990年代以降、地域ネッ

トワーク型の福祉オンブズパーソン（以下、ＯＰ）活動

が活発に展開されています。

　ＯＰ活動の目的は、福祉サービス利用者の声や要望を

聞く中から、徹底的に利用者の側に立ち、利用者本人が

本人らしく生きるための権利を擁護し、ノーマライゼー

ション社会を実現することにあります。

　これらＯＰ活動が広がりを見せる中、施設等の現場で

権利擁護に対する意識がどのように変化したのか、ＯＰ

活動の課題等を明らかにし、評価することの必要性が高

まりました。

　今回の特集では、平成15年度に本会が実施した「福祉

施設等福祉オンブズパーソン活動調査」の概要をお伝え

いたします。

　

高
齢
化
社
会
の
進
行
や
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
が
広
が
る
中
、
施

設
で
は
Ｏ
Ｐ
に
よ
る
利
用
者
の
権
利
擁

護
活
動
が
展
開
さ
れ
、
現
在
県
内
で
は

十
二
の
団
体
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、「
湘
南
ふ
く
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
Ｓ
ネ
ッ
ト
）を
始
め
と
す
る
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
Ｏ
Ｐ
活
動
に

そ
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
単
独
の
施
設
で
課
題
を
自
己

完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
施
設

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
利
用
者

の
生
活
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
意
味

で
、
そ
の
意
義
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
神
奈
川
県
知
的
障
害
施
設

団
体
連
合
会
に
よ
る「
あ
お
ぞ
ら
マ
ン
」

の
活
動
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
利
用
者
か
ら
の
相
談
を

直
接
受
け
る
活
動
を
行
う
と
同
時
に
、

利
用
者
懇
談
会
の
実
施
や
「
あ
お
ぞ
ら

宣
言
」（
知
的
障
害
施
設
利
用
者
権
利
宣

言
）
を
行
う
な
ど
、
権
利
擁
護
の
先
駆

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
、
県
域
の
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
協
議
会
」
の
組
織
化
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｏ
Ｐ
活
動
が
施
設

か
な
が
わ
の
Ｏ
Ｐ
活
動
と
権
利
擁
護

に
ど
の
よ
う
な
効
果
や
影
響
を
も
た
ら

し
た
の
か
、
評
価
を
行
う
必
要
性
が
高

ま
り
ま
し
た
。

調
査
の
目
的
と
内
容

　

今
回
の
調
査
で
は
、
Ｏ
Ｐ
活
動
を
導

入
し
て
き
た
施
設
の
権
利
擁
護
意
識
の

評
価
や
、
Ｏ
Ｐ
活
動
の
活
動
実
態
と
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

Ｏ
Ｐ
活
動
を
導
入
し
て
い
る
施
設
及
び

県
知
的
障
害
施
設
団
体
連
合
会
会
員
施

設
の
施
設
長
・
一
般
中
堅
職
員
・
Ｏ
Ｐ

協
力
員
（
Ｏ
Ｐ
担
当
職
員
）
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
（
対
象
数
五
百
二
十
五

人
、
回
答
数
二
百
九
十
六
人
）。

　

調
査
項
目
は
大
き
く
次
の
三
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

①
施
設
職
員
の
権
利
擁
護
意
識
等
に
つ

い
て

②
Ｏ
Ｐ
活
動
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て

③
あ
お
ぞ
ら
マ
ン
に
対
す
る
評
価
に
つ

い
て

施
設
職
員
の
権
利
擁
護
意
識
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
端
を
発

す
る
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
シ
ス
テ
ム

等
に
関
し
、
苦
情
解
決
や
成
年
後
見
制

度
な
ど
の
周
知
度
・
活
用
度
に
関
す
る

質
問
項
目
で
は
（
図
１
）
の
よ
う
な
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

回
答
か
ら
、
事
業
の
周
知
度
は
運
営

適
正
化
委
員
会
の
周
知
度
を
除
き
、
八

割
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
取
り
組
み
か
ら
日
が
浅
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
周
知
の
高
さ
が
目
を
引
く
一

方
で
、
そ
れ
ら
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

内
容
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

施
設
内
の
苦
情
受
付
担
当
者
を
知
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
九
五

･
六
％
が
「
知
っ
て
い
る
」、
第
三
者
委

員
に
つ
い
て
は
七
八
・
七
％
が
「
知
っ

て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
に
対
し
て
苦
情
解
決

制
度
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
、
九
〇
・
二
％
が
「
行
っ
た
」
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

事
業
者
内
の
苦
情
解
決
の
仕
組
み
に
つ

事
業
者
内
苦
情
解
決
制
度
の
浸
透
状
況

（図１）権利擁護関連８事業の周知について
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い
て
は
あ
る
程
度
浸
透
し
て
い
る
状
況

が
伺
え
ま
す
。

Ｏ
Ｐ
活
動
と
権
利
擁
護
意
識

　

Ｏ
Ｐ
活
動
が
、
利
用
者
の
権
利
擁
護

に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
う
か
に
つ
い

て
は
、「
非
常
に
思
う
（
三
二
・
四
％
）」、

「
や
や
思
う
（
五
五
・
四
％
）」
と
、
併

せ
て
八
七
・
八
％
と
い
う
数
値
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｐ
活
動
が
施
設
職
員
の
権
利
擁
護

意
識
の
向
上
に
結
び
つ
く
か
、
と
い
う

質
問
で
は
「
非
常
に
思
う
（
二
九
・
四

％
）」「
や
や
思
う
（
五
六
・
四
％
）」

と
、
併
せ
て
八
五
・
八
％
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｐ
活
動
は
利
用

者
の
権
利
擁
護
に
資
す
る
だ
け
で
な

く
、
職
員
の
権
利
意
識
の
改
善
に
も
有

効
と
考
え
て
い
る
職
員
が
多
数
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
と
権
利
擁
護

　

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
面
に

お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て

差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

例
え
ば
衣
服
の
汚
損
や
余
暇
、
食
事
、

入
浴
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
利
用
者
の

意
向
を
取
り
入
れ
た
対
応
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
域
や
知
人
等
と
の
交
流

な
ど
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
難
し
さ
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

不
適
切
な
関
わ
り
を
発
見
し
た
時
の

対
応
で
は
、
職
員
が
何
ら
か
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
改
善
に
努
力
し
て
い

る
一
方
で
、
そ
の
内
容
に
よ
り
対
処
方

法
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
Ｏ
Ｐ
活
動
に
つ
い
て

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
Ｏ
Ｐ
活
動
の
多
く

は
、
月
一
回
程
度
施
設
へ
の
訪
問
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す（
七
二
％
）。
こ
の
活

動
に
よ
る
成
果
を
「（
成
果
が
）
た
く
さ

ん
あ
る
」・「
少
し
あ
る
」と
回
答
し
て
い

る
の
は
「
苦
情
解
決
」
で
六
〇
・
一
％
、

「
ハ
ー
ド
面
の
改
善
成
果
」
が
三
八
・

三
％
、「
職
員
体
制
や
運
営
改
善
成
果
」

三
四
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｐ
活
動
は

利
用
者
の
苦
情
を
施
設
に
伝
え
、
解
決

に
結
び
つ
け
る
役
割
が
あ
り
、
利
用
者

の
声
が
施
設
の
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
改
善
に
つ
な

げ
る
ま
で
に
は
至
り
に
く
い
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で
あ
る
こ
と
の
意

義
は
「
単
独
型
で
は
Ｏ
Ｐ
が
施
設
に
内

包
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
か

ら
」、「
施
設
長
・
協
力
員
・
Ｏ
Ｐ
な
ど
、

様
々
の
立
場
の
人
が
意
見
交
換
や
問
題

共
有
が
で
き
る
」、「
施
設
間
で
情
報
共

有
が
で
き
る
」
な
ど
の
効
果
を
挙
げ
る

回
答
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

「
あ
お
ぞ
ら
マ
ン
」の
活
動
に
つ
い
て

　
「
あ
お
ぞ
ら
マ
ン
」
の
活
動
は
、
利
用

者
本
人
が
施
設
を
介
さ
ず
、
直
接
相
談

で
き
る
権
利
擁
護
機
関
と
し
て
発
足
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、「
待

ち
の
姿
勢
で
は
な
く
訪
問
活
動
を
し
て

欲
し
い
（
四
八
・
二
％
）」、「
相
談
場
所

を
変
え
て
欲
し
い
（
四
・
九
％
）」
な
ど

の
要
望
が
挙
げ
ら
れ
、
場
所
を
限
定
し

た
相
談
活
動
の
限
界
性
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
あ
お
ぞ
ら
マ
ン
」

創
設
以
降
に
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
Ｏ
Ｐ

活
動
や
運
営
適
正
化
委
員
会
、
弁
護
士

会
な
ど
、
他
の
権
利
擁
護
機
関
が
設
置

さ
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
事
項
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

苦情解決成果�

ハード面成果�

職員体制や�
運営改善成果�

たくさんある�

１．１�
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（図２）ネットワーク型福祉ＯＰの活動成果について

　

近
年
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
第
一

線
で
あ
る
施
設
に
お
い
て
、
利
用
者
の

権
利
擁
護
に
関
わ
る
様
々
な
取
り
組
み

が
急
速
に
進
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
Ｏ
Ｐ
活
動

に
つ
い
て
は
、
導
入
し
て
い
る
福
祉
施

設
か
ら
も
一
定
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
、
本
調
査
を
通
し
て
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｐ
活
動
は
比
較

的
新
し
く
、
施
設
職
員
が
こ
の
活
動
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
は
い
る
も
の
の
、

実
績
に
つ
い
て
は
今
後
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
今
後
、

各
Ｏ
Ｐ
活
動
は
、
実
践
を
通
じ
て
理
論

を
構
築
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｐ
活
動
は
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

施
設
職
員
や
関
係
者
の
ほ
か
、
地
域
住

民
を
巻
き
込
ん
で
人
間
の
主
体
性
や
連

帯
を
回
復
す
る
、
本
来
の
意
味
で
の
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
に

向
け
た
活
動
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
意
味
か
ら
も
、
徹
底
的
に
利
用

者
の
側
に
立
ち
、
地
域
に
根
ざ
し
た
権

利
擁
護
を
実
践
し
て
い
る
Ｏ
Ｐ
活
動
は
、

今
後
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
（
あ
し
す
と
）

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
創
造

に
向
け
て
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「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
」発
足
�

　

本
県
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第

三
者
評
価
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
す

る
「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
推
進
機
構
」
の
設
立
式
典
が
六
月

十
五
日
、
横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

一
般
県
民
や
社
会
福
祉
施
設
・
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
関
係
者
等
、
会
場

一
杯
の
三
百
余
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

松
沢
成
文
神
奈
川
県
知
事
を
始
め
と

し
た
来
賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

推
進
機
構
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
川

廷
宗
之
氏
（
大
妻
女
子
大
学
教
授
）
よ

り
、「
こ
れ
か
ら
の
神
奈
川
の
第
三
者

評
価
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

川
廷
氏
は
、
配
布
さ
れ
た
「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
あ
り
方
検
討
会
報

告
書
」（
本
年
三
月
発
行
）
を
も
と
に
、

推
進
機
構
は
、
信
頼
性
の
あ
る
第
三
者

評
価
を
推
進
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
民
間

団
体
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
。
ま
た
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
評
価
す
る
「
第
三
者

評
価
機
関
」の
認
証
を
は
じ
め
と
し
て
、

評
価
調
査
者
養
成
の
た
め
の
研
修
の
実

施
と
、
第
三
者
評
価
事
業
の
積
極
的
な

普
及
・
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
神
奈
川

県
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
た
め
の
役
割
を
、
県
民
の
皆

様
と
と
も
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
訴

え
ま
し
た
。

　

副
理
事
長
で
あ
る
深
谷
昌
弘
氏
（
慶

応
義
塾
大
学
教
授
）
か
ら
は
、
本
年
度

の
事
業
計
画
の
説
明
が
あ
り
、
評
価
調

査
者
の
研
修
を
三
段
階
の
方
式
で
実
施

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
法
人
格
を
有
し
、
本
県
内
に

事
務
所
を
開
設
し
て
認
証
基
準
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、「
第
三
者
評
価
機
関
」
と

し
て
の
認
証
を
推
進
機
構
で
受
け
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
評
価
調
査

は
、
①
事
業
者
調
査
（
自
己
評
価
調
査

・
訪
問
調
査
等
）、
②
利
用
者
調
査
を
実

施
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
推
進
機
構

�　

－

　

－

１
１
２
１
内
線
３
４
０
０

０４５

３１２

「「「「「「「「「「「「「「「長長長長長長長長長長長長長長期期期期期期期期期期期期期期生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援資資資資資資資資資資資資資資金金金金金金金金金金金金金金長期生活支援資金」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいい!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!をご利用ください!!
　持ち家があっても現金収入が少ない高齢者が、居住用不動産を担保に生活費を借り入れることにより、世帯の自
立支援を図っていく貸付制度です。高齢者の居住用不動産を担保に月額で融資を受け、高齢者の死亡時または融資
期間終了時にその不動産を処分し返済することから「リバースモーゲージ」形式とも言われています。
　本県では、本年５月末現在で６件の貸付が決定しています。

【お問合せ】本会生活支援担当　�045－311－1426　FAX045－312－6302　e-mail：sikin@jinsyakyo.or.jp

【貸付限度額】居住用不動産（土地）の評価額の７０％（評価額は１，５００万円以上）
【貸 付 期 間】貸付元利金が貸付限度額に達するまでの期間、又は借受人の死亡時までの期間
【貸　付　額】一カ月あたり３０万円以内の額（臨時増額可能）を、３カ月分ごとにまとめて貸付
【貸 付 利 子】年利３％又は長期プライムレートのいずれか低い利率
【償 還 期 限】借受人の死亡など貸付契約の終了時
【担 保 措 置】①居住する不動産（土地）に根抵当権等を設定、②推定相続人の中から連帯保証人一名を選任

　元金と貸付利子が担保額（ここでは貸付限度額）に達するまで貸付できますが、リスク（危険）が伴うことも考
えられるため、ご利用にあたっては十分に制度をご理解いただいた上でお申込みください。
不動産価格下落リスク　当初設定した不動産の価値が下落することにより発生するリスクです。原則３年毎に再評

価を行い、限度額の見直し（貸付が継続できるか否か）を行います。
金 利 上 昇 リ ス ク　契約期間中の金利の上昇により発生するリスクです。
　　　　　　　　　　　３％または当該年度４月１日時点の長期プライムレートの、いずれか低い方の利率で設定

されるため、現時点では金利上昇の影響は少ないと言えます。
　また、生前中に貸付元本・利子が限度額に達した時には、①そのまま居住することは出来るがそれ以降発生する
利息を支払う、②その時点で土地を売却し精算する　とされ、現時点では猶予措置等は決定されておらず、貸付額
に達した段階で①か②の選択をすることが考えらます。

設立式典のようす
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－

心
の
音－

　

目
に
見
え
る
障
碍
に
は
、

　

誰
も
が
気
づ
い
て
く
れ
る
。

　

私
は
目
に
み
え
な
い

　

�
音
の
な
い
�
世
界
に
い
る
。

　

で
も
何
が
大
切
か
を
、

　

知
っ
て
い
る
よ
。

　

た
と
え
聞
こ
え
て
も
、

　

聴
く
「
心
」
が
な
け
れ
ば
―
と
。

　

目
に
見
え
な
い
障
碍
の
重
さ
が
、

　

目
に
見
え
な
い
心
の
世
界
に
こ
そ
、

　

真
実
が
あ
る
と
、

　

誰
も
が
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
、

　

願
っ
て
い
る
。

　

私
自
身
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
者
に
と

っ
て
の
障
碍
は
、
座
っ
て
か
ら
は
じ
ま

る
と
、
い
つ
も
い
つ
も
思
う
。
外
観
で

は
障
碍
が
見
え
な
い
こ
と
の
重
さ
は
計

か
れ
な
い
。
自
然
の
音
、
友
の
こ
と

ば
、
そ
し
て
音
楽
、
な
に
よ
り
も
辛
い

の
は
、
私
も
聞
き
た
い
の
に
、
音
楽
会

に
さ
そ
っ
て
く
れ
な
い
淋
し
さ－

。

　

心
に
響
く
生
命
の
声
、
自
然
が
語
り

か
け
る
生
き
も
の
の
声
、
音
が
な
い
世

界
は
、
空
虚
で
あ
る
。

　
「
完
全
参
加
と
平
等
」
は
、
ア
メ
リ
カ

の
聴
覚
障
害
が
あ
る
フ
ラ
ン
ク
・
ポ
ー

が
訴
え
た
と
言
わ
れ
る
。「
自
分
は
ガ

ラ
ス
の
箱
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
外
の
こ

と
は
見
え
て
い
て
も
何
も
わ
か
ら
な

い
。
何
も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
…
」
と
。

　

で
も
、
私
の
残
さ
れ
た
感
性
は
と
ぎ

す
ま
さ
れ
、
か
え
っ
て
真
実
の
声
が
聴

き
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
「
生
命
の

時
間
」、
人
間
だ
け
が
も
つ
「
愛
情
」
と

「
尊
厳
」、
大
切
な
こ
と
は
、
あ
な
た

の
、
私
の
心
の
中
に
あ
る
い
た
わ
り
で

あ
り
、
思
い
や
り
で
あ
る
と
よ
う
や
く

気
づ
か
さ
れ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
本
当
の
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
ん

だ
よ
」（
星
の
王
子
）

　

そ
う
だ
っ
た
ね
！

（
大
石
忠
）

皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

（
県
共
同
募
金
会
と
共
催
）
と
、
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本

コ
ン
テ
ス
ト
（
本
会
主
催
）
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
会
を
経
て
選
ば
れ
た
作
品
は
、
本
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
展

示
す
る
と
と
も
に
、
新
聞
な
ど
を
通
じ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

福
祉
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と
を
自
由
に
表
現

し
た
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
と
も
し
び
普
及
課
）

第25回ともしびポスター・第18回ともしび絵本コンテスト第28回神奈川県福祉作文コンクール項目

県内在住又は在学の小・中・高校生（盲・聾・養護学校
を含む）※兄弟・友人との合作も可

県内公私立小・中学校及び盲・聾・養護学校（小・中学
部）の児童・生徒

応募
資格

テーマ：「みんながともに生きるまち」
�ポスターの部
　①用　紙＝画用紙B３判（５１．５×３６．４㎝）又は４つ切

判（５４×３８㎝）
　②画　材＝カラーペン、絵の具、クレヨン、ポスター

カラー、色画用紙等
　※テーマにふさわしい言葉・文字を入れてください（誤

字に注意）
�絵本の部
　①用　紙＝原則画用紙B４判（２６×３６㎝）２枚を半分

にし、B５判（１８×２６㎝）４枚にしたもの
　②頁　数＝原則として、表・裏表紙を含む８ページ
　③綴じ方＝ひも・ホチキス等を使用、縦・横は自由
　④画　材＝ポスターの部に同じ
　⑤　文　＝絵の上でも余白でも可、形式は文章・詩・

吹き出しのいずれでも可
※裏面（絵本は裏表紙）に所定の応募票を添付のこと
　（合作の場合は全員の応募票を添付）

�作文の内容
　　児童・生徒の皆さんが、福祉について日常を通して
感じたこと、体験したこと、こうありたいと願うこと
などを自由に表現したもの（題名自由）

（例）☆お年寄りに親切にしたこと
　　　☆身体の不自由な人とふれあったときのこと
　　　☆地域社会・学校・家庭で体験したこと
　　　☆社会福祉施設で暮らす人のこと
　　　☆幸せな社会をつくるため、こうありたいと考え

ていること　など
�字数
　①小学校児童：Ｂ４版４００字詰め原稿用紙を使用し、
８００～１，０００字以内

　②中学校生徒：Ａ４版４００字詰め原稿用紙を使用し、
１，６００～１，８００字以内

※頭書３行に題名・学校名・学年・氏名（ふりがな）を記入
※コピーは不可

内　
　
　

容

１６年９月７日（火）１６年９月１０日（金）〆切り

作品は学校で一括して�・�のいずれかに送付又は持参。
�かながわともしびセンター・ともしび普及課
　〒２２１－０８３５横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２
　かながわ県民センター内
　�０４５－３１２－１１２１　内線３２０４
�お近くの市町村社会福祉協議会（持参のみ受付）
　※横浜市及び市内各区並びに川崎市内各区の社会福祉

協議会では受付しませんので、�に送付又は持参の
こと

県共同募金会の各市区町村支会分会内「福祉作文コンク
ール事務局支局」へ学校ごとに送付。

（問合せ先）
�社会福祉法人神奈川県共同募金会
　�０４５－３１２－６３３９
�かながわともしびセンター・ともしび普及課
　�０４５－３１２－１１２１　内線３２０４

応
募
・
問
合
せ
先

昨年度ポスターの部最優秀賞
伊藤優さん（三浦市立南下浦中学校）の作品
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県
社
協
の�

企
業
界
の
成
功
者
か
ら
経
営
者
の
姿
勢
を
学
ぶ

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
青
年
経
営
者
会
は
、
平
成
九

年
に
本
会
経
営
者
部
会
の
支
援
と
協
力
の
も
と
設
立

さ
れ
、
本
年
で
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
の
社
会
福
祉
事
業
を
経
営
す
る
法
人

で
働
く
、
二
十
三
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
次
代
の
社

会
福
祉
事
業
の
経
営
を
担
う
青
年
経
営
者
や
、
現
場

で
中
核
的
な

役
割
を
担
っ

て
い
る
中
堅

職
員
約
九
十

名
が
会
員
と

し
て
参
加

し
、
分
野
や

職
種
の
枠
を

超
え
て
資
質

の
向
上
に
向

け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
最
近

で
は
、
社
会
福
祉
情
勢
が
大
き
く
変
革
す
る
中
で
、

若
い
職
員
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に
法
人

運
営
に
生
か
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て

い
く
か
、
ま
た
、「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」
へ
移
行
す

る
中
で
、
安
定
し
た
法
人
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め

の
経
営
基
盤
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
去
る
六
月
九
日
に
開
催
し
た
研
修
会
で

は
、
企
業
界
で
研
鑽
に
励
ま
れ
成
功
者
と
な
っ
た
方

か
ら
、
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
創
造
性
を
学
ぼ
う

と
、
ソ
フ
ト
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
㈱
代
表
取
締
役
の

高
橋
が
な
り
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
「
脱
安
定
！
儲
け
る
こ
と
、
創
造
す
る
こ
と
へ
の

挑
戦
」
と
題
し
た
今
回
の
研
修
会
は
、
従
来
の
よ
う

な
講
師
と
参
加
者
と
い
う
講
演
会
形
式
で
は
な
く
、

高
橋
氏
を
中
心
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
式
で
、

参
加
者
が
自
由
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
企
業
界
の
現
在
の
動
向
や
高

橋
氏
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
な
ど
を
お
伺
い
し
な
が

ら
、
経
営
者
と
し
て
必
要
な
資
質
や
能
力
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
職

場
の
和
を
保
つ
こ
と
や
職
員
の
資
質
・
能
力
を
見
抜

く
力
の
大
切
さ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
必
要
性

な
ど
が
あ
が
る
と
と
も
に
、
企
業
活
動
の
良
い
点
を

法
人
運
営
に
生
か
す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
大
変
実
り
あ
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
の
内
容
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉

青
年
経
営
者
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.kana-pie.com

）

を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
社
会
福
祉
事
業
課
）

平成15年度神奈川県社会福祉協議会監査意見書公告
　本会定款第３４号第２項の規定により、平成１５年度事業・決算に関
する監事監査意見書を次のとおり掲載いたします。

　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会における平成１５年度の業務
の執行状況並びに財務の状況について、定款第１３条の規定に基づ
き、監査したところ、業務は概ね適正に実施されていますが、次の
事項について、改善を図るようお願いします。決算書類は、神奈川
県社会福祉協議会の財産及び収支の状況を適正に表示しているもの
と認めます。

１　組織運営や職員の意識改革について
　社会福祉の諸制度の改革や福祉ニーズの多様化が進む中で、近年
ＮＰＯ団体や民間企業等が様々な地域福祉推進の活動や福祉サービ
スの提供を行うなど、福祉の担い手は多様化している。このような
社会構造の変化の中で、広域的な地域福祉の推進役として、各種団
体等との連携・協働や、今後さらにそのことを踏まえた対応を進め
ていくことが重要である。また、こうしたことから、効果的効率的
な組織運営や必要に応じたスリム化を図り、常に職員の意識改革に
努めていただきたい。
　さらに、事業・組織・執行体制の見直し等については、次期県社
協活動推進計画の策定に反映していただきたい。

２　予算・資金管理と財務管理について
　県社協事業の広がりとともに多額の予算・資金管理を行っており、
平成１４年度からは新会計基準に移行し会計処理も複雑になってい
る。また、執行等については一部改善すべき点が見受けられる。こ
うしたことから、予算・資金管理体制の明確化、適正かつ効率的な
執行に努めるとともに、公認会計士などの専門家の指導、助言を受
けることや外部監査の導入を図っていただきたい。

　平成１６年５月１３日

　　社会福祉法人　神奈川県社会福祉協議会

監　事　　南　川　　藤　夫
監　事　　都　築　　融　光
監　事　　宮　内　　喬　夫

監　査　意　見　書

高橋氏を交え会員が熱い思いを語り合った
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ホームページモニター大募集モニター大募集　!
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　センターでは、高齢者の健康・生きがいづくりを応援す
るため、ホームページを活用して様々な情報を発信してい
ます。
　今回、このホームページをよりみなさんの役立つものと
するため、モニターとしてご参加いただける方を募集する
ことになりました。
　ホームページの向上にぜひご協力ください！

�

ン
タ
ー
で
は
、
十
四
年
十
二
月

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

セ
ン
タ
ー
主
催
の
事
業
紹
介
や
シ
ル
バ

ー
美
術
展
の
入
賞
作
品
の
紹
介
、
県
内

名
所
の
散
策
の
コ
ー
ス
案
内
、
知
っ
て

得
す
る
雑
学
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

の
紹
介
な
ど
、多
彩
な
内
容
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
身
近
な
地
域
で
の
社
会

参
加
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
講
座

や
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
提
供
に
特

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

は
益
々
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
実
際
の
活
動

に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
自
由
に
書
き
込
み
が
で
き

る
「
掲
示
板
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
新

た
な
仲
間
づ
く
り
も
盛
ん
で
す
。
特
に

最
近
は
「
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
も

盛
ん
で
、
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
向
け

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
の
交
流
促
進
等
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
宅
に
い
な
が
ら

様
々
な
情
報
が
入
手
で
き
、
新
た
な
仲

間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
新
た

な
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
、
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
今
後
欠

か
せ
な
い
手
段
と
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

セ

�

こ
で
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
大

き
な
可
能
性
の
あ
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
よ
り
役
立
つ
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
、
実
際
に
利
用
さ
れ
る
方
の
意

向
と
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
的
確
に

把
握
し
、
反
映
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
し
た
。

　

昨
年
開
催
し
た
「
高
齢
者
向
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習

会
」
で
は
、
講
習
を
修
了
し
た
二
十
七

名
の
方
に
モ
ニ
タ
ー
登
録
し
て
も
ら

い
、
今
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
に
大

変
参
考
と
な
る
、
数
多
く
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ

�

の
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
実
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
も
ら
う
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
や
意
見
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
様
々
な
社
会
活
動
参
加
に
向
け
た

情
報
を
き
め
細
か
く
収
集
す
る
た
め
、

新
た
に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
閲
覧
及
び
メ
ー
ル
の
送
受
信
が

で
き
る
方
で
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
と

い
う
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 こ

セセンンタターーホホーームムペペーージジモモニニタターー募募集集要要領領
〔募集期間〕１６年７月１２日（月）～８月１０日（火）
〔募集人数〕８０名程度（先着順）
〔募集条件〕
　�１６年４月１日現在６０歳以上で県内在住の方
　�ホームページの閲覧及びメールの送受信が出来る方
　�モニター連絡会議（８月３１日開催）に出席できる方
　�アンケート調査（２回実施予定）に協力できる方
〔依頼期間〕依頼する日から１７年３月３１日
〔役　　割〕
　�ホームページのあり方に対する意見・提案
　�身近な地域のイベントや講座など関連情報の提供
〔謝　　礼〕１，０００円分の図書券（任期終了時に進呈）
〔登録方法〕
　�ホームページ（http://www.nenrin.or.jp/kanagawa/）

の専用ページにアクセス
　�①住所、②氏名、③年齢、④電話

⑤ＦＡＸ、⑥e-mail、併せて「モ
ニター登録申込」と記入して送信

　�結果は８月中旬頃メールにて通知
〔問合せ〕�０４５－３１１－８７３４
　　　　　FAX０４５－３１２－６３０２
　

ご協力お願いします！�

　　　　　e-mail：tyoujyu@jinsyakyo.or.jp

ホームページモニター大募集モニター大募集　!ホームページモニター大募集　!
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「Safe Kids Web」のホームページをご紹介します
　Johnson＆Johnson社会貢献委員会が、子どもの事故防止を
呼びかけるサイト。日常生活での危険シーンから、具体的な
防止方法について紹介しています。また、家庭内の安全性を
チェックすることができる年齢層別の安全チェックシート
や、親子で事故防止について考えられるクイズのほか、フォ
ーラムで情報交換などを行うことができます。 http://www.jjcc.gr.jp/sk/

※
�総
 

総
務
課
、
�企

 

企
画
課
、
�社

 

社
会
福
祉
事
業
課
、
�地

 

地
域
活
動
支
援
課
、
�生

 

生
活
支

援
担
当
、
�長
 

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
、
�人
 

福
祉
人
材
課
、
�研
 

研
修
研
究
課
、

�ボ
 

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
�福

 

か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
、
�と

 

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度本本本本本本本本本本本本本本会会会会会会会会会会会会会会事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののの報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料ををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごご活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいい平成１５年度本会事業の報告書・資料をご活用ください　!!!!!!!!!!!!!!!
福祉資料室では、本会の各種事業等の報告書・資料等を活用することができます。
◎印のものはおわけできますので（部数に限りがあります）、お気軽にお問合せください。

内　　　　　　　容資　料　名　※（　）は担当課№

本会事業計画・予算書平成１６年度事業計画並びに収支予算書（総）１

本会事業・決算の報告平成１５年度事業報告並びに収入支出決算報告書（総）２

県内の主として配食、送迎サービスを実施している住民参加型非営利団体を掲載かながわの保健福祉情報Vol.６（企）　　　　　　　　　　　 　　　◎３

県内約１５，０００件の福祉施設・団体のデータを掲載２００４年版　社会福祉施設団体名簿（企）４

１５年度かながわ老人福祉研究大会の資料集かながわ老人福祉研究大会資料集（社）５

高齢者福祉施設による地域密着型のサービスの展開を紹介包括的な福祉サービスの構築にむけて（社）　　　　　　　　　　　◎６

地域密着型のサービス展開や市民が評価するサービス、社会貢献活動について紹介包括的な福祉サービスの構築にむけて　パートⅡ（社）　　　　　　◎７

職域別会議提案協議題報告・回答一覧、講演記録等を集録平成１５年度関東ブロック保育事業連絡協議会報告書（社）８

経営者部会調査研究委員会によるアンケート調査の集計結果施設における事故への対応（社）９

シンポジウム、各研究部会の記録を集録第１８回関東ブロック児童養護施設職員研修会報告書（社）１０

保育協議会研究委員会の報告書（保育ハンドブック）保育現場でのトラブル対応～元気に利用できる保育園を目指して（社）１１

神奈川県における地域貢献の事例集社会福祉法人が自主的に行う地域貢献（社）　　　　　　　　　　　◎１２

県内の社会就労センター一覧及び紹介かながわの社会就労センター（社）　　　　　　　　　　　　　　　◎１３

県内（指定都市を除く）各社協の組織・財政の状況、取り組み事業の概要を集録市町村社協活動現況報告書（地）　　　　　　　　　　　　　　　　◎１４

日常生活圏域における取り組みや活動事例を報告した交流集会の資料日常生活圏域実践交流集会資料（地）　　　　　　　　　　　　　　◎１５

１５年度「在宅福祉サービス担当者連絡会」の講義録（白澤政和氏）他社協の在宅福祉サービスの意義と役割（地）　　　　　　　　　　　◎１６

市町村社協の理事会等の機能強化に向けた市町村社協組織運営強化推進委員会の報告書市町村社協におけるトップマネジメント機能の構築にむけて（地）　◎１７

市町村社協役員・事務局長課題別研修会（１５．１１．６開催）の講演記録（大屋勇造氏）市町村社協の組織運営と役員の法的責任について（地）　　　　　　◎１８

グループ活動活発化のポイント、シニアのグループ活動事例を紹介仲間と活動する喜びをいつまでも（長）　　　　　　　　　　　　　◎１９

第２回かながわシルバー美術展の入賞作品を掲載かながわシルバー美術展入賞作品集（長）２０

「青少年問題を考える集い」における更生保護活動実践者の報告等家族と子どもの関わり方（生）２１

民生委員児童委員リーダー研修会の講演録（山田不二子氏）等を集録子ども虐待とは～子ども虐待の早期発見と予防のために（生）２２

講演「精神障害者の理解と支援」「精神障害者の生活支援～家族の立場から」等を集録平成１５年度民生委員児童委員分野別研修会報告書（生）２３

県内の福祉施設における福祉人材の実態把握と福祉人材確保のための基礎資料平成１５年度社会福祉施設の人材確保に関する需要調査報告書（人）２４

県内福祉従事者の実践・研究成果の発表概要を記載した大会資料第４２回社会福祉研究発表大会[研究発表概要]（研）２５

ボランティアを受け入れている児童・母子・保護施設、隣保館の情報等を紹介Let'sボランティア～かながわのボランティア受入施設・団体（ボ）　◎２６

県内の外国人児童支援の取り組みを紹介したフォーラムの報告外国につながる児童の「育つ環境」フォーラム報告書（ボ）２７

かながわ福祉サービス運営適正化委員会の活動状況、申出苦情案件の対応結果等平成１４年度福祉サービス苦情解決事業報告書（福）２８

昨年度実施したコンテストの入賞作品集ともしびポスター・絵本コンテスト 入賞作品集（と）　　　　　　　◎２９

【お問合せ】 福祉資料室　�０４５－３１１－８８６５　FAX０４５－３１３－９３４１
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福
祉
現
場
の
研
修
・
研
究
活
動
費
を
助
成
し
ま
す

　

福
祉
現
場
の
実
践
を
も
と
に
し
た
研
修
・
研

究
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
内
容
＝
①
活
動
経
費
の
一
部
助
成
（
上
限　
３０

万
円
）、
②
県
社
会
福
祉
会
館
研
修
室
の
無
料

貸
出
（
曜
日
、
時
間
帯
の
制
限
あ
り
）、
③
研
修

・
研
究
活
動
に
関
わ
る
相
談
・
情
報
提
供
（
福

祉
資
料
室
所
蔵
の
図
書
・
資
料
の
紹
介
と
情
報

提
供
＊
活
動
成
果
の
発
表
の
場
の
提
供
＊
研
修

・
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
＊

講
師
等
の
紹
介
）

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ

ー
研
修
研
究
課

�　

－

　

－

１
４
２
９

０４５

３１１

　
　

－

　

－

０
７
３
７

FAX
０４５

３１３

み
ず
ほ
福
祉
助
成
財
団
社
会
福
祉
助
成
金

◇
対
象
＝
法
人
施
設
・
団
体
・
共
同
作
業
所
又

は
研
究
グ
ル
ー
プ
で
、
心
身
障
害
（
児
）
者
、

精
神
障
害
者
に
関
す
る
先
駆
的
で
開
拓
的
な
事

業
及
び
研
究
（
個
人
は
除
く
）

◇
助
成
金
額
＝
①
事
業
助
成　

万
円
〜　

万

１５

１００

円
、
②
研
究
助
成　

万
円
以
内

２００

◇
〆
切
り
＝
７
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

◇
問
合
せ
＝
�
み
ず
ほ
福
祉
助
成
財
団

�　

－

３
２
０
１－

２
４
４
２

０３

　
　

－

５
２
５
２－

８
６
６
０

FAX
０３

成
年
後
見
制
度
月
例
無
料
相
談
会

◇
日
程
＝
①
７
月
３
・
４
日
、
８
月　

・　

日
、

２１

２８

　

月
５
・　

日
、　

年
１
月
８
・　

・　

日
、

１２

１１

１７

２９

３０

②　

月　

日
、　

月
７
・　

日
の
�
又
は
�

１０

３１

１１

１４

◇
時
間
＝　

時
、　

時
、　

時
、　

時
、　

時

１０

１１

１３

１４

１５

か
ら
の
各　

分
間

５０

◇
会
場
＝
①
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜
、
②
か
な
が
わ

県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
み
＝
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
所
定
申
込
み
用
紙
を
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

送
付
（
相
談
料
無
料
）

◇
問
合
せ
＝
�
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

�　
－

　
－

２
０
４
５

０４５

３１７

　
　

－
　

－
２
０
４
６

FAX
０４５

３１７

横
浜
ラ
ポ
ー
ル
芸
術
市
場
美
術
展
作
品
募
集

◇
応
募
資
格
＝
①
障
害
の
あ
る
方
、
②
障
害
の

あ
る
方
を
含
む
グ
ル
ー
プ

◇
作
品
＝
①
絵
画
（
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画

・
版
画
ほ
か
Ｆ　

号
以
下
の
額
装
。
但
し
油
絵

３０

の
場
合
は
ガ
ラ
ス
な
し
）、
②
写
真
（
四
つ
切
り

額
装
。
組
写
真
は
除
く
）、
③
書
（
色
紙
・
半
紙

・
条
幅
の
軸
装
又
は
額
装
）、
④
立
体
造
形
品

（
彫
刻
・
陶
芸
等　
※
大
き
さ
制
限
あ
り
）

◇
申
込
み
＝
所
定
申
込
書
を
郵
送
又
は
持
参

◇
〆
切
り
＝
８
月　

日
�
必
着

３１

◇
そ
の
他
＝
①
応
募
多
数
の
場
合
は
調
整
、
②

出
展
料
は
無
料
（
搬
入
・
搬
出
に
係
る
費
用
は

各
自
負
担
）、
③
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
限
る

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◇
問
合
せ
＝
横
浜
ラ
ポ
ー
ル
企
画
課
「
横
浜
ラ

ポ
ー
ル
芸
術
市
場
」
係

�　

－

　

－

２
０
５
５

０４５

４７５

　
　

－

　

－

２
０
５
３

FAX
０４５

４７５

県
作
業
療
法
士
会
「
作
業
療
法
体
験
デ
ー
」

　

神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
で
は
、
作
業
療
法

の
重
要
性
や
必
要
性
の
啓
発
・
広
報
に
向
け
体

験
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
（
入
場
無
料
）。

◇
内
容
＝
①
公
開
講
座
、
②
作
業
療
法
紹
介
コ

ー
ナ
ー
（
パ
ネ
ル
展
示
、
ビ
デ
オ
放
映
等
）、
③

作
業
療
法
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
作
業
体
験
、
自
助

具
の
紹
介
）、
④
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
福
祉
機
器
、

自
助
具
の
展
示
）、
⑤
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
作
業
療

法
士
に
関
す
る
こ
と
、
進
学
相
談
）
等

◇
日
時
＝
８
月
１
日
�　

時
〜　

時

１０

１６

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
問
合
せ
＝
作
業
療
法
推
進
月
間
実
行
委
員
会

事
務
局
（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

�　

－

　

－

２
８
５
３
（
担
当：

坂
本
）

０４５

７８７

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺

児
援
護
基
金
】
▽
中
島
真
雄
【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
▽
ジ
ャ
パ
ン

・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
根
岸
橋
店
・
大
船
店
・
倉
見
店
▽
神
奈
川
県
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
組
合
▽
渡
辺
文
子

（
計
七
八
八
、
五
九
六
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
昭
和
会
・
�
日
本
塗
装
工
業
会
神
奈
川

県
支
部
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
神
奈
川
観
賞
魚
親
睦
会

▽
�
神
奈
川
県
園
芸
協
会
▽
吉
田
商
店 
吉
田
一
海
▽
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

㈱
a
u
横
浜
支
店

（
敬
称
略
）
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急
増
し
て
い
る
自
殺
者
の
数

　

前
回
ま
で
は
、「
児
童
虐
待
」
の
予
防
や
「
ひ
き
こ
も
り
」
を
支
援
す
る
活
動
か
ら
、

子
ど
も
の
育
ち
を
社
会
の
中
で
ど
う
支
え
て
い
く
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
二
回
は
、
不
安
定
な
社
会
情
勢
の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
壮
年
世
代
の
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
今
回
は
、「
自
殺
」
の
問
題
に
取
り
組
む
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
国
際
ビ
フ
レ
ン
ダ
ー
ズ
日
本
支
部
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）

所
長
の
西
原
由
記
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

活
力
あ
る
人
生
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か　
①

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
�4
 

　

警
察
庁
が
ま
と
め
た
、
平
成
十
四
年

中
に
お
け
る
全
国
の
自
殺
者
の
数
は
三

万
二
千
人
余
り
。
そ
の
七
〇
％
以
上

は
、
三
十
代
以
上
の
男
性
で
あ
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
自
殺
は
、
個
人
の
問
題

と
し
て
、
社
会
全
体
の
課
題
と
捉
え
る

こ
と
を
タ
ブ
ー
視
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
急
増
す
る
壮
年
層
の

自
殺
を
重
く
み
た
政
府
は
、
平
成
十
三

年
度
頃
か
ら
、
相
談
体
制
の
整
備
や
心

の
健
康
に
関
す
る
研
究
・
研
修
、
啓
発

活
動
、
対
策
推
進
に
向
け
た
連
絡
会
議

の
開
催
な
ど
、
自
殺
防
止
に
向
け
た
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

心
の
叫
び
に
耳
を
傾
け
る
場
所
づ
く
り

　

セ
ン
タ
ー
は
、
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど

絶
望
し
て
い
る
方
々
を
、
相
談
を
通
じ

て
支
援
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
「
悩
み
や
相
談
を
電
話
で
聴
く
活
動

を
し
て
い
た
私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自

殺
件
数
の
増
加
を
背
景
に
、
自
殺
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
待

つ
と
と
も
に
、
自
殺
の
問
題
を
電
話
で

受
け
止
め
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
殺
の
問
題
を
専

門
的
に
支
援
し
て
い
こ
う
と
準
備
を
進

め
、
昭
和
五
十
三
年
に
、
大
阪
に
最
初

の
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
年

に
は
、
世
界
的
な
自
殺
防
止
団
体
『
国

際
ビ
フ
レ
ン
ダ
ー
ズ
』
に
加
盟
し
、
本

格
的
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
二
十
六
年
。
社
会
情
勢
の
変
化
の

中
で
、
大
人
か
ら
の
相
談
、
特
に
、
大

阪
だ
け
で
な
く
、
東
京
や
神
奈
川
な
ど

の
都
市
部
か
ら
の
相
談
が
多
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
年

に
、
日
本
で
二
カ
所
目
と
な
る
東
京
セ

ン
タ
ー
を
、
東
京
都
新
宿
区
に
開
設
し

ま
し
た
。
現
在
約
四
十
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
交
代
で
、
夜
八
時
か
ら
朝
の

六
時
ま
で
、
年
中
無
休
で
電
話
相
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
場
合
は
手

紙
や
面
接
に
よ
る
相
談
を
行
う
ほ
か
、

緊
急
時
に
は
、
出
動
し
て
救
援
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
け
る

よ
う
、
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
」と
西
原
さ
ん
。

気
持
ち
に
焦
点
を
あ
わ
せ
受
け
入
れ
る

　

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、

年
間
一
万
件
余
り
。
毎
日
三
十
件
弱
の

相
談
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
働
き
盛
り
の
方
か
ら
の
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。
会
社
で
一
生
懸
命
働
い

て
も
報
わ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
過
度
な

仕
事
を
要
求
さ
れ
る
な
ど
の
悩
み
を
持

つ
一
方
で
、
上
司
の
評
価
や
業
績
、
リ

ス
ト
ラ
な
ど
、
常
に
緊
張
し
た
状
態
に

置
か
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
ん
な

状
況
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
連
絡
を
し

て
き
て
く
れ
た
方
々
の
胸
の
内
を
、
無

条
件
・
無
批
判
で
し
っ
か
り
と
聴
く
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
気

持
ち
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。『
死
ん
で
は
い
け
な
い
』と

言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
死
に
た
い
気
持

ち
を
話
し
た
く
て
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
話
を
聴

い
て
も
ら
え
な
い
と
孤
立
感
を
抱
い
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。『
死
に
た
い
ほ
ど

辛
い
』
と
い
う
心
の
サ
イ
ン
に
注
意
し

な
が
ら
、
死
ぬ
意
志
の
有
無
を
積
極
的

に
尋
ね
る
と
と
も
に
、
相
談
者
自
身
が

気
持
ち
や
感
情
を
自
分
の
言
葉
で
表
せ

る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
こ
と
。
ま
た
、

自
殺
を
す
る
こ
と
に
関
し
て
ど
れ
だ
け

具
体
的
に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
い
、

相
手
が
ど
れ
だ
け
切
迫
し
た
状
態
に
あ

る
か
を
確
認
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
死
ぬ
か
生
き

る
か
を
最
終
的
に
決
め
る
の
は
相
談
者

自
身
で
、
誰
も
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
相
談
者
の

心
の
奥
底
に
潜
ん
で
い
る『
生
き
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
に
感
情
を
合
わ
せ
、
共

に
生
き
る
道
を
探
し
ま
す
。
そ
こ
か

ら
、
も
う
一
度
生
き
る
道
を
選
び
と
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
す
」

皆
で
一
緒
に
生
き
る
道
を
探
し
て
い
く

　

セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
の
ほ
か
、
関
係

者
が
集
い
交
流
で
き
る
機
会
づ
く
り
も

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
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２．５�
３．０�

４．０�
４．５�
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２００�
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人�
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※南関東の完全失業率は、「総務省労働力調査」より一部抜粋�

南関東の完全失業率�
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７７２�７４１�

３５２�

８１７�
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７１９�
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　サービス提供責任者は、ホームヘルプサー
ビス事業所のサービスの質の責任者です。こ
のサービス提供責任者のための「育成研修」
が、平成１４年度に県社協で開催されました。
研修修了者のうち２３名で自主研修会「神奈川
県サービス提供責任者連絡会」を発足し、県
社協研修研究課のアドバイスと協力を得て、
２カ月に一度、午前中は課題検討会、午後は
情報交換を行ってきました。
　連絡会で取り上げた内容は早速それぞれの
事業所の業務に役立つもので、特に私にとっ
ては契約書の改善点が参考になりました。サ
ービス内容説明書、指示書、訪問介護計画書、
ケア記録等のまだ不十分な書類作成に取り組
み、わかりやすい内容に改めました。また、
研修についての情報交換後、新人には同行訪
問を数回繰り返すようにしたところヘルパー
のミスが減少し、自信を持って行動するよう
になり、定着率も増し、難しいケースにもス
ムーズに対応できるようになりました。ヘル
パーの専門性・資質向上は難しい課題です。
現在事業所で実施している年３回の研修では
不足と感じており、連絡会で講義を受けたス
ーパービジョンも取り入れ、時間をかけて教
育していきたいと思っています。
　連絡会では毎回満足感が得られ、事業所の
将来計画等の改善に努めることができます。
サービス提供責任者は、ヘルパーからの相
談、仕事配分、利用者さんとのコミュニケー
ション、ケアマネジャーとの調整、書類作成
等、介護保険サービスの大事な部分を担って
おりその役割の重大性は感じていましたが、
連絡会での話し合いを通じてより一層その重
みを認識するようになりました。
　本年度は、二期生と共に「サービス提供責
任者自主研修会」として自主研グループ（本
紙９面参照）に登録し、業務に役立つ冊子を
作成します。小さな会ですが、ここで習得し
た知識を地域、そして全国へ発信して、介護保
険サービスの改善に役立てていきたいです。

「現場の知恵を地域と全国に
　広げたい」

　サービス提供責任者自主研修会
　川合太恵子

　
「
月
一
回
開
催
の
遺
族
の
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
語
り
、
深
い
悲
し

み
や
喪
失
感
を
共
感
し
合
い
な
が
ら
、

自
責
の
思
い
や
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
方

へ
の
憤
り
と
い
っ
た
わ
だ
か
ま
り
を
解

き
、
心
を
癒
す
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
間
関
係
に
つ
ま
ず
き
、
疲
れ

て
し
ま
っ
た
方
々
が
集
う
場
も
週
一
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
自
由

に
語
る
こ
と
で
、
自
分
の
課
題
を
見
出

す
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
る
と
も
に
、
人

と
の
交
流
か
ら
温
か
み
や
痛
み
を
感

じ
、
人
間
関
係
を
回
復
す
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
様
々
な
人
が
自
殺
の
問
題

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
心
の
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
人

が
一
人
で
も
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に

　

自
殺
を
予
防
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
事
柄
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
自
殺
予
防
教
育
の
実
施
や
う
つ
病
な

ど
、
精
神
疾
患
へ
の
偏
見
を
排
除
し
て

い
く
た
め
の
理
解
促
進
に
向
け
た
活
動

を
通
じ
、
自
殺
の
問
題
を
皆
で
語
り
合

え
る
社
会
を
作
る
こ
と

②
自
殺
原
因
の
正
し
い
分
析
と
対
策
の

検
討
、
実
施
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

③
国
や
自
治
体
、
民
間
団
体
等
が
協
力

し
、
組
織
を
超
え
た
情
報
交
換
の
機
会

や
相
談
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

④
自
死
遺
族
（
家
族
）
に
対
す
る
支
援

と
ケ
ア
を
行
え
る
体
制
を
作
る
こ
と

◆
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
事
務
局

�　
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３
２
０
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情報やご感想をお寄せください　!
〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２「県社協企画課タイムズ係」

�０４５－３１１－１４２３　FAX０４５－３１２－６３０２　e-mail：kikaku@jinsyakyo.or.jp

「自殺・メンタルヘルス」に関する相談窓口（東京都・神奈川県）

最近の「自殺・メンタルヘルス｣に関する研究報告書等

相談時間�名称／URL

２０時～６時
０３－５２８６－９０９０東京自殺防止センター電話相談

１
http://www１.odn.ne.jp/̃ceq１６０１０/

２４時間
０３－３２６４－４３４３
０３－３２６４－８８９９

東京いのちの電話
（聴覚・言語障害者用FAX相談）２

http://www.inochinodenwa.or.jp/

１０時～２１時
０４２－３２７－４３４３東京多摩いのちの電話

３
http://homepage１.nifty.com/lltama/

（火）１３時３０分
～１６時３０分
（電話予約制）

０４５－６３３－６１１０
（内線２７０８）働く人のメンタルヘルス相談室

４
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/rosei/mental/

２４時間０４５－３３５－４３４３
０４５－３３２－５６７３

横浜いのちの電話
（聴覚・言語障害者用FAX相談）５

２４時間
０４４－７３３－４３４３川崎いのちの電話

６
http://www８.plala.or.jp/kwinochi/

厚生労働省「自殺防止対策有識者懇談会報告」
１
http://www.mhlw.go.jp/houdou/２００２/１２/h１２１８-３.html

厚生労働省「地域におけるうつ対策検討会報告書」
２
http://www.mhlw.go.jp/shingi/２００４/０１/s０１２６-５.html#１

警察庁「平成１４年中における自殺の概要資料」
３
http://www.npa.go.jp/toukei/chiiki２/jisatsu.pdf

国立保健医療科学院自殺防止研究グル－プ 「自殺防止対策」
４
http://www.niph.go.jp/wadai/boushi/index.html
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コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
子
育
て
情
報
を
ご
案
内
し
ま
す

か
ま
く
ら
子
育
て
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ
ト
（
鎌
倉
市
）

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：BCH１２０１１@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

か
ま
く
ら
子
育
て
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ
ト

�
０
４
６
７－

　

－
３
０
０
０
内
線
２
６
８
６

２３

�
０
４
６
７－

　

－
２
１
２
５

２３

Ｕ
Ｒ
Ｌ　http://homepage３.nifty.com/kmspot/

入所更生施設Ｋ学園（厚木市）

　

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
守
衛
」、「
門
番
」

と
い
う
意
味
の
「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」。

最
近
で
は
ホ
テ
ル
な
ど
で
、
お
客
の
要

望
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
提

供
す
る
係
の
呼
び
名
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
鎌
倉
市
が
地
域
の
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
開
設
し
た
、
子
育

て
情
報
の
提
供
や
活
動
支
援
を
行
う

「
か
ま
く
ら
子
育
て
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ

ト
」（
以
下
、
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ
ト
）で
、

子
育
て
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
、
磯
崎
さ
ん
と
倉
田
さ

ん
に
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

先
輩
マ
マ
が
良
き
相
談
相
手
に

　

メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ
ト
が
開
設
さ
れ
た

の
は
昨
年
の
十
二
月
の
こ
と
。
鎌
倉
市

役
所
の
一
角
を
拠
点
に
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
八
時
三
十
分
か
ら
五
時
ま

で
、
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
情
報
提

供
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市
か
ら
、
地
域
で
子
育
て
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の

メ
ン
バ
ー
に
、
事
業
を
立
ち
上
げ
る
に

あ
た
っ
て
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
子
育

て
経
験
の
あ
る
六
名
の
母
親
が
、
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と

し
て
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
二
名
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
交
代
で
担
当
し
て
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
子

育
て
を
し
て
い
る
方
々
へ
、
行
政
や
地

域
の
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の

情
報
な
ど
を
提
供
す
る
ほ
か
、
子
ど
も

と
一
緒
に
遊
べ
る
場
所
や
親
子
向
け
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
紹
介
、
子
育
て
支
援

情
報
誌（
※
）の
作
成
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
子
育
て
グ
ル
ー

プ
や
団
体
の
チ
ラ
シ
等
の
作
成
・
配
布

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
の
お
手
伝
い

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
」と
磯
崎
さ
ん
。

　

開
設
か
ら
約
半
年
。
最
近
で
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
方
や
市
役
所
に
来

館
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
知
っ
た
方
な

ど
、
徐
々
に
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
倉
田
さ
ん
は
、「
自

分
の
経
験
が
役
に
立
て
ば
と
参
加
し
ま

し
た
が
、
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
わ
っ
て
い
る
中
で
、初
め
の
頃
は
、

皆
さ
ん
が
ど
ん
な
情
報
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
が
、
漠
然
と
し
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
利
用
さ
れ
る

方
々
の
声
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
、
情

報
を
一
方
的
に
集
め
た
り
提
供
し
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
情
報

を
上
手
に
つ
な
い
で
、
情
報
の
輪
を
広

げ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
る
方
々
の
持
っ

て
い
る
情
報
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（

企
画
課
）

※
情
報
誌「
か
ま
く
ら
子
育
て
ナ
ビ　
き

ら
き
ら
」は
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

「鎌倉市を子育てのしやすい街にしたい」と語る
磯崎さん（左）と倉田さん（右）
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